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旭川工業高等専門学校有害廃液取扱規則 

（目的） 

第１条 この規則は，旭川工業高等専門学校（以下「本校」という。）における有害廃液

の取扱いについて必要な事項を定め，本校が排出する有害廃液による水質汚濁の防止

を図り，校内外の環境の保全に資することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この規則において「有害廃液」とは，次の各号に掲げる廃液をいい，それぞれの

用語の意義は，当該各号に定めるところによる。 

(1) 無機系廃液 クロム酸混液，無機水銀化合物溶液，一般重金属化合物溶液（カド

ミウム，鉛，クロム，銅，亜鉛，鉄，マンガン，セレンその他の重金属を含むも

の），写真用定着液，シアン化合物溶液，ひ素化合物溶液，フッ素化合物溶液，廃

酸及び廃アルカリで，無機系廃液の種類及び濃度（別表第１）に掲げる濃度以上の

廃液をいう。 

(2) 有機系廃液 可燃性有機溶剤，ハロゲン系有機溶剤，廃油，含水有機溶剤及び写

真用現像液で有機系廃液の種類及び対象物（別表第２）に掲げる廃液をいい，有機

水銀化合物溶液及び有機リン化合物は同表に掲げる濃度以上の廃液をいう。 

(3) その他第５条に定める旭川工業高等専門学校安全衛生委員会（以下「安全衛生委

員会」という。）において指定されたもの 

（有害廃液の取扱い） 

第３条 有害廃液は次に掲げるところにより取り扱わなければならない。 

(1) 有害廃液はできるだけ高濃度の状態で所定の容器（以下「容器」という。）に貯

留すること。 

(2) 揮発性及び有毒ガス発生の危険がある有害廃液は，容器を密栓して貯留すること。 

(3) 爆発性の有害廃液は，危険のないよう貯留すること。 

(4) 前各号により貯留した有害廃液は，所定の日時及び場所へ搬出すること。 

（有害廃液の処理） 

第４条 有害廃液の処理は，外部の処理機関に処理を委託するものとする。 

（安全衛生委員会） 

第５条 本校の有害廃液の取扱いに係る必要な事項については，安全衛生委員会において

審議する。 

２ 安全衛生委員会に関し必要な事項は，旭川工業高等専門学校安全衛生委員会規則（平

成16年達第28号）の定めるところによる。 

（雑則） 

第６条 この規則に定めるもののほか，有害廃液の取扱いについて必要な事項は，安全衛

生委員会の議を経て別に定める。 

 

附 則 

この規程は，昭和52年４月１日から施行する。 

附 則（平成12．２．８ 達第36号） 

この規程は，平成12年４月１日から施行する。 



附 則（平成16．４．１ 達第58号） 

この規程は，平成16年４月１日から施行する。 

附 則（平成23．３．18 達第40号） 

この規程は，平成23年４月１日から施行する。 

附 則（令和２．３．17 規則第57号） 

この規則は，令和２年４月１日から施行する。 

 

  



別表第１（第２条関係） 

 

無機系廃液の種類及び濃度 

 

分類 濃度 

クロム酸混液 使用済のもの全量 

無機水銀化合物溶液 水銀 0.005mg／ℓ 以上 

一般金属化合物溶液 

（カドミウム，鉛，クロム，銅，亜鉛，

鉄，マンガン，セレンその他の重金属を

含むもの） 

カドミウム，鉛及びセレン 0.1mg／ℓ 以上 

クロム 0.5mg／ℓ 以上 

銅 3mg／ℓ 以上 

亜鉛 5mg／ℓ 以上 

鉄及びマンガン 10mg／ℓ 以上 

その他の重金属 10mg／ℓ 以上 

写真用定着液 使用済のもの全量 

シアン化合物溶液 シアン 1mg／ℓ 以上 

ヒ素化合物溶液 ヒ素 0.1mg／ℓ 以上 

フッ素化合物溶液 フッ素 15mg／ℓ 以上 

廃酸 酸系 pＨ5以下 

廃アルカリ アルカリ系 pＨ9以上 

 

  



別表第２（第２条関係） 

 

有機系廃液の種類及び対象物 

 

分類 濃度 

可燃性有機溶剤  

イ 可燃性有機溶剤 ベンゼンその他の可燃性の有機物剤 

ロ 難燃性有機溶剤 
ホルマリンその他の難燃性の有機溶剤（PCB及び爆発性の

危険物を含有するものを除く） 

有機水銀化合物溶剤 水銀 0.005mg／ℓ 以上 

ハロゲン系有機溶剤 

トリクロロエチレン，テトラクロロエチレン，ジクロロ

メタン，四塩化炭素，1･2-ジクロロエタン，1･1-ジクロ

ロエチレン，シス-1･2-ジクロロエチレン，1･1･1-トリク

ロロエタン，1･1･2-トリクロロエタン，1･3-ジクロロプ

ロペン，その他のハロゲン系の有機溶剤（PCBを含有する

ものを除く） 

有機リン化合物溶液 有機リン 1mg／ℓ 以上 

含水有機溶剤 水を10％以上含む有機溶剤 

廃油 不用な油を含む油性混合物（PCBを含有するものを除く） 

写真用現像液  

 


